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近
世
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切
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異
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デ
ィ
ア
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＊
村

上

紀

夫

あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
中
世
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
﹃
建
内
記
﹄

嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
二
月
七
日
条
に
﹁
於
室
町
殿
女
房
髪
、
近
年
切
之

恠
異
、
為
何
者
之
所
為
哉
不
審
之
処
﹂
と
見
え
て
い
る
（
（
（

。

　

毛
根
か
ら
抜
け
る
の
で
は
な
く
、
髪
が
途
中
か
ら
刃
物
の
よ
う
な
も
の
で

切
断
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
切
ら
れ
た
本
人
が
そ
れ
に
気
付
か

ず
、
い
つ
の
ま
に
か
（
あ
る
い
は
寝
て
い
る
間
に
）
切
ら
れ
て
い
て
、﹁
為

何
者
之
所
為
哉
不
審
﹂
と
誰
の
仕
業
か
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
﹁
恠
異
﹂

た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

こ
の
﹁
髪
切
り
﹂
を
取
り
あ
げ
る
最
大
の
理
由
は
、
こ
れ
が
中
世
に
と
ど

ま
ら
ず
、
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
近
世
を
通
じ
て
間
歇
的
に
流
行
し

て
お
り
、
多
様
な
史
料
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
近
世
の
﹁
恠
異
﹂

研
究
は
、
古
代
・
中
世
に
比
べ
る
と
大
き
く
立
ち
後
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
長
期
間
に
わ
た
り
確
認
で
き
る
﹁
髪
切
り
﹂
は
、

天
人
相
関
説
を
前
提
と
し
た
王
権
と
関
わ
る
予
兆
と
し
て
の
中
世
的
﹁
恠

異
﹂
か
ら
（
（
（

、
王
権
と
は
無
関
係
に
﹁
つ
く
ら
れ
る
﹂
よ
う
に
な
る
近
世
﹁
怪

異
（
（
（
﹂
へ
の
変
質
に
つ
い
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
素
材
た
り
う
る
だ
ろ
う
。
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近
世
の
都
市
で
散
発
的
に
確
認
で
き
る
怪
異
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ
ア

に
着
目
し
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
僅
か
数
例
か
ら
議
論
さ
れ
て

い
た
が
、
三
〇
例
近
い
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
史
料
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
容
は

一
見
す
る
と
多
様
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
注
意
す
る
と
古
記
録
や
考
証
随
筆
な

ど
ス
ト
ッ
ク
型
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
狐
を
犯
人
と
す
る
言
説
が
基
本
と
な
り
、
そ
の
後

も
蓄
積
さ
れ
た
情
報
か
ら
矛
盾
の
な
い
合
理
的
解
釈
を
す
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
で
、

噂
や
造
り
物
、瓦
版
な
ど
短
時
間
に
流
通
し
、消
費
さ
れ
る
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、

過
去
の
記
憶
や
記
録
と
は
必
ず
し
も
整
合
性
が
求
め
ら
れ
ず
、
そ
の
時
々
に
あ
り
そ

う
な
姿
や
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、﹁
髪
切
り
﹂

の
イ
メ
ー
ジ
が
多
様
化
し
、
増
幅
し
て
い
っ
た
。﹁
怪
異
﹂
の
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
へ
の
着
目
が
不
可
欠
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
怪
異　

髪
切
り　

メ
デ
ィ
ア

は
じ
め
に

　

髪
切
り
と
は
、
ナ
ニ
モ
ノ
か
に
よ
っ
て
人
の
髪
が
切
断
さ
れ
る
と
い
う
現
象
で
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香
川
雅
信
は
、
こ
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
寛
永
期
の
史
料
を
挙
げ
、
中
世
に

は
凶
兆
で
あ
っ
た
﹁
髪
切
り
﹂
の
﹁
恠
異
﹂
が
、﹁
髪
切
虫
﹂
と
い
う
実
態
と
名

称
を
も
っ
た
存
在
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
う
し
た
﹁
恠

異
﹂
か
ら
実
態
を
も
つ
モ
ノ
へ
と
認
識
が
変
わ
る
時
期
と
し
て
寛
永
期
を
捉
え
て

い
る
（
（
（

。
中
世
的
な
怪
異
か
ら
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
妖
怪
へ
と
い
う
香
川
が

論
じ
た
﹁
妖
怪
革
命
﹂
へ
の
展
開
を
念
頭
に
お
い
た
議
論
で
あ
ろ
う
（
（
（

。

　

こ
の
論
文
に
先
立
っ
て
、
香
川
雅
信
は
寛
永
期
以
降
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て

も
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
香
川
は
髪
切
り
事
件
を
都
市
伝
説
・
都
市
型
犯
罪
の

ひ
と
つ
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
る
（
（
（

。
江
戸
時
代
の
妖
怪
と
は
、
人
間
が
制
御
で
き

な
い
﹁
自
然
﹂
の
象
徴
で
あ
り
、
自
然
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
都
市
で
は
妖
怪
が
リ

ア
リ
テ
ィ
を
喪
失
し
娯
楽
の
題
材
と
な
る
が
、
疾
病
や
貨
幣
経
済
、
都
市
型
犯
罪

な
ど
は
制
御
不
能
の
都
市
に
お
け
る
﹁
第
二
の
自
然
﹂
で
あ
る
と
香
川
は
論
じ
る
。

そ
う
し
た
﹁
都
市
型
犯
罪
﹂
の
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、﹁
髪
切
り
﹂
の
噂
を
取

り
上
げ
た
。﹁
髪
切
り
﹂
を
流
言
蜚
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
と
り
あ
げ
た
川
平
敏
文

の
研
究
も
、
香
川
に
近
い
視
点
で
書
か
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
（
（

。

　

ま
た
、
近
世
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
専
論
と
し
て
、
野
口
武
彦
﹁
髪
切
り
の

怪
﹂が
あ
る
（
（
（

。
こ
こ
で
は
、寛
永
一
四
年（
一
六
三
七
）か
ら
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）

ま
で
五
例
を
挙
げ
、
怪
異
現
象
を
修
験
者
や
狐
狸
で
説
明
す
る
と
い
う
﹁
江
戸
時

代
の
文
化
パ
ラ
ダ
イ
ム
﹂
に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
主
た
る
関
心

は
女
性
の
髪
の
も
つ
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
あ
り
、
怪
異
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

　

原
辰
吉
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
随
筆
や
文
学
な
ど
多
様
な
資
料
に
登
場

す
る
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
取
り
あ
げ
、
そ
の
怪
異
解
釈
の
変
遷
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
（
（
（

。
原
は
、
怪
異
解
釈
か
ら
﹁
時
代
意
識
が
見
え
て
く
る
﹂
と
結
論
づ
け
て

い
る
の
だ
が
、
創
作
を
除
外
し
近
世
の
随
筆
類
な
ど
に
限
れ
ば
、
多
様
性
が
指
摘

さ
れ
何
ら
か
の
パ
タ
ー
ン
に
は
ま
と
め
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
故
、﹁
怪
異
は

与
え
ら
れ
た
解
釈
を
呑
み
込
み
つ
つ
、そ
の
形
を
成
し
、よ
り
怪
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
く
﹂
と
肥
大
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
見
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、﹁
髪
切
り
﹂
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
髪
切
り
を
通

し
て
近
世
の
怪
異
観
の
有
り
様
を
論
じ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
個
別
分
散
的
な
研
究
状
況
に
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。

　

な
お
か
つ
、
最
大
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
参
照
さ
れ
て
い
る
﹁
髪
切
り
﹂

に
関
す
る
史
料
の
少
な
さ
で
あ
る
。野
口
は
僅
か
四
例
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
し
、

も
っ
と
も
多
く
の
史
料
を
引
い
て
い
る
原
の
研
究
で
さ
え
、
狂
歌
を
創
作
と
し
て

除
外
す
れ
ば
、
近
世
の
随
筆
五
例
と
絵
画
史
料
四
例
に
す
ぎ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
の
文
献
史
料
な
ど
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
﹁
髪
切
り
﹂
に

つ
い
て
の
事
例
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
表
は
、
近
世
に
書
か
れ
た
年
代

記
や
随
筆
な
ど
か
ら
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
記
載
を
年
代
順
に
整
理
し
た
も
の
で
、

約
三
〇
例
に
お
よ
ぶ
史
料
が
確
認
で
き
た
。（
表
1
）

　

こ
う
し
て
見
れ
ば
、
先
行
研
究
で
分
析
対
象
と
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
の
数
は
圧
倒

的
に
少
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
仮
に
何
ら
か
の
変
遷
や
傾
向
が
見
い

だ
せ
て
い
た
と
し
て
も
、わ
ず
か
な
例
か
ら
一
般
化
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
あ
ら
た
め
て
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
﹁
髪
切

り
﹂
に
つ
い
て
の
史
料
を
時
系
列
に
沿
っ
て
再
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、
情
報
量

177



村上：近世「髪切り」考――怪異のメディア論――23

−　 −

表 1　髪切り関連年表
No 年代 内容 考証内容 備考 典拠 出典

1 寛永 15年 大和の狐が伊勢参宮の暇乞いをす
ると京に髪切りが流行。

「異国より悪鬼
の神のわたりし
を……」の和
歌を家ごとに貼
る。

『春寝覚』寛永
15年写、

『仮名草子集成』
第 58巻（東京
堂出版、2017
年）

2 寛永14、15年 髪切虫という剃刀の牙、鋏の手足の
「妖孽」の風説。

「異国より悪鬼
の神のわたりし
を……」の和
歌。煎瓦下に
髪切虫が隠れ
るという風説で
煎瓦の廃棄相
次ぐ

『宝蔵』巻 4、寛
文 11年（1671）
刊、山岡元隣

川平敏文「山岡
元隣『宝蔵』箋註
（八）」（『雅俗』
18巻、2019年）

3 寛永14、15年 同上 『宝蔵』を典拠
『当世下手談義』
巻四、宝暦 2年
（1752）刊

『当世下手談
義・教訓続下
手談義』桜楓
社、1969年

4 寛永 16年 秋、金沢に髪切虫。鳩くらいで虚空
より飛翔

両手を鋏の鬼
をつくり「送る」『新山田畔書』

『加賀藩史料』
第 2 編（ 清 文
堂出版、1980
年復刻版）

5 寛永 16年 金沢に「髪を切虫」来て、男女のた
ぶさを切る「風聞」。 「彼虫を送」 『政隣記』

『加賀藩史料』
第 2 編（ 清 文
堂出版、1980
年復刻版）

6 寛永 16年 金沢に「髪を切虫」来て、男女のた
ぶさを切る風聞。

船をつくって手
を鋏にした鬼を
川に流す

『三壺記』
『加賀藩史料』
第 2 編（ 清 文
堂出版、1980
年復刻版）

7 （寛永カ）
「諸国の女の髪を切り、家々のはうろ
くを破らせ、万民をわづらはせたる
大和の源九郎ぎつね…」

髪切りは大和
源九郎狐の仕
業。主題は源
九郎狐の姉で
ある姫路の於
佐賀部狐

『西鶴諸国ばな
し』巻 1、井原西
鶴、貞享 2年刊

『日本古典文学
全集 39井原西
鶴集二』小学
館、1973年

8 元禄 2年3月
7～9日、4月

江戸城女中が行方不明になり「ある
いは髪を切り、またはびくになどに
なして」縁の下から発見さる。

「化物髪を切り候
由」（4月） 『鸚鵡籠中記』

『摘録鸚鵡籠中
記』上巻、岩波
文庫、1995年

9 元禄2年4月
江戸城、江戸城廻りの屋敷で「女の
髪を切」。男性には「すすめて腹をき
らす」

「ばけ物のわざ」で
「狐狸などにハあら
ず、又天狗のわざと
もおもハれず、かつ
はといへるものなる
べし」

『御当代記』
『御当代記』（平
凡社東洋文庫、
1998年）

10 元禄のはじめ
伊勢松坂、江戸で夜間に往来の男
女の髪を切る。元結い際から切断。
紺屋町金物屋下女が被害

『諸国里人談』
巻 2-4「 妖 異
部」、寛保 3年
（1743）刊、菊岡
沾涼

『日本随筆大
成』第 2期 24
巻（吉川弘文
館、1974年）

11 明和 2年秋 江戸、髪切り流行 『武江年表』
『定本武江年
表』中巻、ち
くま学芸文庫、
二〇〇三年

12 明和 4年秋 江戸、髪切り流行 『武江年表』
『定本武江年
表』中巻、ち
くま学芸文庫、
二〇〇三年
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No 年代 内容 考証内容 備考 典拠 出典

13 明和5年4～
5月

四五月間髪切り流行、人々の髪自然
と脱落す。是を髪切といふ。

『半日閑話』巻
一二、大田南
畝筆

『日本随筆大成』
第一期第八巻、
吉川弘文館、
一九七五年

14 明和 5年夏
○髪切　（明和五年）四五月間髪切
り流行〔割注〕人々の髪自然と脱落す。
是を髪切といふ。

幻術の由風聞。
『本草綱目』虫の部
より「天牛」を「為
囓髪」

『続譚海』巻 37

『内閣文庫所蔵
史籍叢刊第 45
巻　 続 譚 海
（一）』汲古書
院、1980年

15 明和 5年

江戸表で去年から御本丸女中が被
害、大坂は当春から流行の「髪切り
蟲」。各所で女の前髪が切らる。「千
早振…」歌を守袋に入れる。訴訟あ
り僉儀の結果、島之内畳屋町かつら
やが咎めをうける。

絵図あり。烏
の如く口の大き
い姿を売り歩く
者があり。

『明和雑記』
作者不明

『浪速叢書』第
11巻（浪速叢書
刊行会、1929
年）

16 明和 5年

大坂にて髪切。夜中寝ていると「た
ちまち髪のわげ落たる」という。歌
舞伎役者の板東豊三郎が江戸の者
から聞いた「千早振……」の歌を島
の内畳屋町かづらや万兵衛が板行。
万兵衛が疑われ捕縛れさる。

「山伏の類ひを
かたらひて、魔
術をもつて人の
髪をきらせ、万
兵衛がかづら
をうらん為の企
てなりしなど申
あへり」

『つれづれ飛日
記』螺女山人
著、成立年不明

『上方芸文叢刊
8上方巷談集』
上方芸文叢刊
刊行会、1982年

17 明和 8年 江戸 ?3～ 4箇月女の髪を切ること
が流行。修験が捕縛され詮議に

『明和誌』白峰
院著

『鼠璞十種』第
2（国書刊行会、
1916年）

18 明和 9年夏
大坂町中で「髪きり」といって「何
物のわざとも知れずして人々の髪の
先自然と切て髪切々々 と言」

『浪花見聞雑
話』

『随筆百花苑』
第七巻、中央
公論社、1980
年

19（明和カ） 幼年の時「髪截とて大に流行」、知
己が髻を切られる。

ある人は「狐の嚼截
たるべし」。今案る
に桐油などを塗れ
ばいい。『酉陽雑俎』
『魏書霊徴志』『北
史斉後主紀』を引
用

佐藤成裕は宝
暦 12年江戸生
まれ。「余幼年
の時」は明和
か

『中陵漫録』文
政9年完成、佐
藤成裕筆

『日本随筆大
成』第3 期第3
巻、吉川弘文
館、1986年

20（明和カ）

世上で女の髪を根元より切る「髪切」。
親族による縁談を嫌がった女性が
「怪談」にかこつけて髪を切ること
も多かったらしい。しかし、「松平
京兆の在所」で髪切りがあり、「野狐」
を捕殺すると腸内に「女の髪ふたつ
まであり」。

「実に狐狸の為すも
あるとかや」「一様
には論ずべからざる
か。」

松平京兆は高
崎城主、松平
右 京 亮 輝 和
（1750～ 1800）

『耳嚢』巻 4、根
岸鎮衛、

『耳嚢』中巻、岩
波文庫、一九 
九一年

21 天明中 江戸で婦女が暗中に髪を切られる。
官吏捜索するも捕縛できず。

『洛陽伽藍記』から
「昔年江都之妖、亦
狐狸之所為」

『随意録』文
政 8 年序、同
12年刊、冢田
大峰著

『日本儒林叢
書』第 1巻、東
洋図書刊行会、
1927年

22 不明（天明カ）「幼ナリシ頃、髪截トテ一時流行」、その後も一二見聞。

「狐妖」、道士が狐
を駆使する。『北魏
書霊徴志』『洛陽伽
藍記』『北斉書後主
紀』の狐による髪切
り例提示

朝川善庵は天
明元年生まれ。
「予幼ナリシ
頃」は天明か

『善庵随筆』
『日本随筆大
成』第 1期第
10巻、吉川弘
文館、1980年

23 享和 3年冬
最近、「髪きられたり」という噂のあ
るなか、来客あり。家内で寝ていた
「いぬき」に物があたり肩に触ったよ
うに感じると「黒かみのおちゐたる」。

「野きつねなとのわ
さにて侍るよし」

旗本で地理学
者の間宮士信
が記した「髪き
り」。擬古文

『視聴草』続初
集之十

『内閣文庫所蔵
史籍叢刊　特
巻第二　視聴
草』第9巻、汲古
書院、1985年
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No 年代 内容 考証内容 備考 典拠 出典

24 文化5年4月
20日朝

下谷小嶋富太郎家下女が朝玄関を
開けようとすると頭が重くなり、「忽
然として髪落たり」。他ではねばりけ・
臭気があるが、そうではない。
去年、小日向七軒屋敷間宮氏の婢
は宵から眠気があり切られたとのこ
と

「小日向七軒屋
敷、間宮氏が
婢の切られし
……」は間宮
士信のことなの
で『 視 聴 草』
所載の享和 3
年 のことか。
挿絵あり

『街談文々 集要』
巻 5

『近世庶民生活
史料　街談文々
集要』三一書房、
1993年

25 天保 15年
本所緑町の下女はなが雪隠で眩暈を
感じ、気がつくと髷が切り落とされ
ていた。髷持参で公議へ訴え

『天弘録』
『近世風俗見聞
集』巻 4、国書
刊行会、1917年

26 慶応4年4月
20日

番町の女中が髪切り被害にあった。
真っ黒いものにあたったと思うと髪
が髻から切られていた。

猫のようでビロ
ウドのような真
黒いもの。巨
大な黒い物が
女性の頭髪を
噛みきろうとす
る絵

よし藤「髪切の
奇談」錦絵（慶
応 4年閏 4月）

国際日本文化
研究センター所
蔵（国際日本文
化研究センター
「怪異妖怪画像
データベース」）

27 ナシ
「秋の風は髪切虫かうばやなぎ」柳
の老木が秋風で落葉した様子を髪
切虫の被害に見立てたものか

『崑山集』巻第
7、慶安4年刊

『古典俳文学大
系　貞門誹諧
集 1』集英社、
1970年、383頁

28 ナシ

某家中の侍が病気で寝込んでいると
一夜のうちに「法体」。翌日、同家中
のものが外出するといつの間にか「法
体」して屋敷に帰る。その頃、町人
にもあり。

「髪切むしといふも
の飛行して目に見え
ず黒髪をくらふ」と
噂されていた。

洛下寓居『新
伽婢子』巻 2
（天和 3年刊）

『古典文庫』第
441冊、古典文
庫、1983年

29 ナシ △按天牛……吻有如鋏者、能切髪、
又蟷螂莎難蝗之類亦切髪也

カミキリムシ等
の昆虫が「髪
を切る」とする。

『和漢三才図
会』巻五十三
「天牛」、寺島
良安、正徳 2年
（1712）成立

『和漢三才図
会』東京美術、
1992年

30 ナシ
「剪髪」として『秋坪新語』引用。
史料のみ。国内例については言及な
し

『秋坪新語』「妖剪
人弁髪……」

『一話一言』巻
17

『日本随筆大
成』別巻「一話
一言 3」吉川弘
文館、1988年

31 ナシ 考証のみ

漢籍『捜神記』「老
狐が髻を切る」、『宋
書』『秋坪新語』を
引き、日本の『宝倉』
『西鶴諸国咄』引用。
以下妖狐関係記事
が続く。

本項は巻 8「方
術」の部「飯綱」
の項の次にあ
り

『嬉遊笑覧』巻
8、喜多村筠庭
著、文政 13年
序

長谷川強他校
訂『嬉遊笑覧』
（四）、岩波文
庫、2005年

32 ナシ 「髪切」と題した狂歌
図あり。狂歌に
「魔除けの紙に
落つる髪切」

嘉永 6年跋『狂
歌百物語』

『古典文庫　狂
歌百物語』上
巻、古典文庫、
1999年

33 ナシ 嘴、手が鋏、赤い褌姿の灰色のモノ。
手に黒髪の束 「髪切」とあり 『化物尽絵巻』

国際日本文化
研究センター所
蔵（国際日本文
化研究センター
「怪異妖怪画像
データベース」）

補

遺
明和 髪切りが流行したが、「悪山伏」が

捕縛され罪に問われた。
「ゑせ山伏」が狐に
髪をきらせ、「狐よけ
の守札を出せし」

文政13年（1830）
記。筆者曲亭
馬琴は明和4年
誕生

『兎園小説拾遺』
『日本随筆大成』
第二期第 5巻、
吉川弘文館、
1974年
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の
増
加
に
よ
っ
て
﹁
髪
切
り
﹂
像
が
拡
散
し
、
一
層
の
混
乱
を
も
た
ら
さ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
補
助
線
と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
す
る
。

　
﹁
髪
切
り
﹂
と
い
う
﹁
事
件
﹂
が
、
そ
の
情
報
を
掲
載
す
る
個
々
の
メ
デ
ィ
ア

で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
情
報
の
容
器
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
特
性

が
﹁
髪
切
り
﹂
像
と
い
か
な
る
関
係
を
示
し
て
い
る
か
に
留
意
し
て
考
察
し
た
い
。

一　

一
七
世
紀
の
髪
切
り
―
―
寛
永
～
元
禄
―
―

（
一
）
寛
永
一
四
年　

京
・
金
沢

　

寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）、
京
都
で
は
髪
切
り
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。﹃
春

寝
覚
﹄
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
（1
（

。
大
和
国
法
隆
寺
に
長
年
住
ん
で
い

た
狐
が
伊
勢
に
行
く
と
言
っ
て
旅
に
出
る
や
、
夜
間
に
﹁
人
の
か
し
ら
を
そ
り
お

と
し
、
半
剪
に
な
す
﹂
と
い
う
事
件
が
相
次
い
だ
。
切
口
に
は
﹁
と
り
も
ち
﹂
が

つ
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、﹁
異
国
よ
り
悪
鬼
の
神
の
わ
た
り
し
を
は
や
吹
き
か
へ
せ
伊
せ
の
神

風
﹂
と
い
う
和
歌
を
門
口
に
貼
る
と
、
そ
の
家
に
は
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
噂
が

広
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
和
歌
を
簪
に
つ
け
る
と
い
い
と
も
い
わ
れ
て
い
た

ら
し
い
（
（1
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
和
歌
の
効
果
も
限
定
的
だ
っ
た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
こ
の

髪
の
毛
を
切
り
落
と
し
て
い
る
も
の
の
正
体
は
﹁
剃
刀
の
牙
は
さ
ミ
の
手
足
﹂
を

も
っ
た
﹁
髪
切
虫
と
い
へ
る
妖
孽
﹂
で
あ
る
と
い
う
風
説
が
流
れ
た
よ
う
だ
。﹁
妖

孽
﹂
と
は
、﹃
中
庸
﹄
を
典
拠
と
す
る
言
葉
で
、
災
難
の
予
兆
、
災
い
と
い
っ
た

意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
﹁
髪
切
虫
﹂
と
い
う
実
態
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
誰
言
う
と
な
く
、
こ
の
﹁
髪
切
虫
﹂

は
﹁
い
り
が
ハ
ら
の
し
た
に
か
く
れ
り
﹂
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
人
々
は
競
う
よ

う
に
家
に
あ
る
煎
瓦
を
道
路
に
投
げ
捨
て
た
た
め
、
道
を
歩
く
人
は
つ
ま
先
立
ち

で
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。

　

こ
う
し
た
事
件
が
起
こ
っ
て
い
た
頃
と
い
え
ば
、島
原
の
乱
が
起
こ
っ
て
お
り
、

京
都
で
は
伊
勢
へ
の
群
参
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
社
会
的
な
不
安
の
高
ま
り
も

あ
っ
て
か
、
子
ど
も
た
ち
が
地
蔵
を
祀
る
流
行
現
象
な
ど
も
発
生
す
る
な
ど
不
穏

な
空
気
が
広
が
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
（
（1
（

。

　

京
都
で
の
髪
切
り
事
件
が
終
息
し
た
こ
ろ
、
今
度
は
金
沢
で
同
様
の
事
件
が
相

次
い
だ
。﹁
何
方
と
も
な
く
鳩
程
の
髪
切
虫
、
虚
空
よ
り
飛
馳
て
反
翻
し
、
男
女

の
髻
を
落
す
（
（1
（

﹂
と
い
い
、
人
々
は
対
策
と
し
て
﹁
大
舟
を
造
り
、
鬼
形
を
作
り
、

両
手
を
は
さ
み
に
拵
へ
、
巻
物
を
裁
着
せ
、
美
々
布
粧
日
々
に
長
じ
て
、
傘
鉾
・

鳥
毛
の
鎗
・
台
笠
・
立
笠
、
其
供
廻
り
綺
麗
に
し
て
﹂
川
へ
流
し
た
と
い
う
（
（1
（

。
こ

う
し
た
対
応
は
、風
邪
が
流
行
し
た
際
に
行
わ
れ
る
民
俗
で
あ
る
風
の
神
送
り
や
、

害
虫
駆
除
の
た
め
に
お
こ
な
わ
れ
る
虫
送
り
と
同
様
の
も
の
で
、﹁
髪
切
虫
﹂
と

い
っ
て
も
民
俗
的
な
方
法
で
対
応
可
能
な
災
害
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

京
都
と
同
じ
く
﹁
髪
切
虫
﹂
の
仕
業
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、﹁
鳩
﹂

く
ら
い
の
大
き
さ
で
飛
翔
す
る
と
い
う
鳥
類
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
も
伴
っ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
送
り
を
す
る
際
に
は
、
鬼
の
姿
で
両
手
だ
け
を
鋏
に

し
た
も
の
が
造
形
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
怪
談
集
﹃
新
伽
婢
子
﹄
で
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は
（
（1
（

、﹁
或
家
中
﹂
で
の
出
来
事
と
し
て
、
本
人
も
知
ら
ぬ
間
に
﹁
法
躰
﹂
と
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
目
に
も
見
え
ず
、
音
も
た
て
ず
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
る
の
は

﹁
天
魔
の
所
行
﹂
だ
と
思
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
一
方
で
、
同
じ
頃
に
﹁
町
人
﹂

の
間
で
も
同
様
の
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
﹁
髪
切
む
し
と
い
ふ
も
の

飛
行
し
て
目
に
見
え
ず
黒
髪
を
く
ら
う
﹂と
噂
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。﹁
目
に
見
え
﹂

な
い
﹁
髪
切
り
虫
﹂
だ
か
ら
、
当
然
な
が
ら
鋏
や
剃
刀
な
ど
を
手
足
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。﹃
新
伽
婢
子
﹄
の
当
該
記
事
で
は
、
事
件
が
あ
っ
た
時
・
場

所
を
明
示
し
な
い
が
（
（1
（

、
元
禄
期
に
再
び
﹁
髪
切
り
﹂
が
流
行
す
る
以
前
の
怪
談
な

の
で
、
寛
永
期
の
こ
と
を
念
頭
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寛
永
期
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
お
い
て
、
狐
の
仕
業
で
あ
る
と

す
る
理
解
が
あ
っ
た
一
方
で
、﹁
髪
切
虫
﹂
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
あ
っ

た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
、﹁
髪
切
虫
﹂の
イ
メ
ー
ジ
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、

時
に
﹁
目
に
見
え
な
い
﹂
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

（
二
）
元
禄
二
年　

松
坂
・
江
戸

　

つ
い
で
﹁
髪
切
り
﹂
が
確
認
で
き
る
の
は
、
寛
永
の
事
件
か
ら
半
世
紀
以
上
経

過
し
た
元
禄
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
髪
切
り
事
件
は
、﹃
武
江
年
表
﹄
に
は
﹁
元
禄
中
、
江
戸
并
諸
国
、
髪
切

は
や
る
﹂（
（1
（

と
あ
る
の
で
江
戸
だ
け
で
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。﹃
諸
国
里

人
談
﹄
巻
二
に
は
、﹁
伊
勢
の
松
坂
に
多
し
、
江
戸
に
て
も
切
れ
た
る
人
あ
り
﹂

と
記
さ
れ
る
（
（1
（

。
伊
勢
松
坂
か
ら
江
戸
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
の
夜
、
江
戸
城
で
は
﹁
ば
け
物
﹂
が
出
て
い
た

と
い
う
。
大
奥
の
下
女
が
行
方
不
明
に
な
り
、二
日
後
に
縁
の
下
で
発
見
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
縁
の
下
を
捜
索
し
た
と
こ
ろ
大
き
な
穴
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。
古
井

戸
か
、
か
つ
て
の
﹁
雪
隠
の
跡
﹂
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
を
狐
が
住
処
に
し
て
い
る

よ
う
で
、
そ
の
狐
が
﹁
右
之
女
を
も
ま
よ
ハ
か
し
置
た
﹂
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
事
件
は
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、﹁
是
よ
り
し
て
様
々

狐
の
ば
け
た
る
咄
有
﹂
と
不
思
議
な
事
件
が
相
次
い
で
い
た
ら
し
い
（
（2
（

。

　

三
月
に
も
女
中
が
行
方
不
明
に
な
り
、
縁
の
下
で
見
つ
か
っ
た
が
、﹁
あ
る
い

は
髪
を
む
し
り
、
あ
る
い
は
髪
を
切
り
、
ま
た
は
び
く
に
な
ど
に
﹂
な
っ
て
い
た

と
い
う
か
ら
、
い
ず
れ
も
髪
の
毛
が
な
く
な
っ
て
い
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
だ

ろ
う
（
（2
（

。

　

怪
異
は
四
月
に
な
っ
て
も
や
ま
な
い
ど
こ
ろ
か
、
被
害
は
拡
大
し
、
江
戸
城
の

み
な
ら
ず
城
下
の
武
家
屋
敷
に
も
同
様
の
事
件
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。一

今
年
二
月
よ
り
御
城
ば
け
物
之
事
云
出
、
四
月
十
五
日
于
今
や
ま
ず
、
御
城

之
事
ハ
さ
し
置
、
御
城
廻
り
屋
敷
ニ
て
も
所
々
ニ
て
女
の
髪
を
切
な
り
、
き

ら
れ
た
る
女
ハ
一
日
半
二
日
も
無
正
気
、
又
男
ニ
ハ
す
ゝ
め
て
腹
を
き
ら
す

る
、久
貝
忠
左
衛
門
が
料
理
人
よ
り
は
じ
ま
り
て
主
人
を
ハ
隠
し
て
い
ハ
ず
、

爰
か
し
こ
に
て
侍
に
は
ら
を
き
ら
す
る
、
何
れ
も
不
死
、
皆
ば
け
物
の
わ
ざ

な
り
、
兎
角
狐
狸
猫
な
ど
の
わ
ざ
に
ハ
あ
ら
ず
、
又
天
狗
の
わ
ざ
と
も
お
も

ハ
れ
ず
、
か
つ
は
と
い
へ
る
も
の
な
る
べ
し
と
い
ふ
（
（2
（

　

こ
こ
で
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
被
害
に
あ
っ
て
い
る
と
い
う
。
女
性

は
髪
を
切
ら
れ
る
と
数
日
間
に
わ
た
っ
て
正
気
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
男
性
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は
﹁
腹
を
き
ら
す
る
﹂
と
次
々
と
自
害
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
に
至
っ
て
﹁
狐
狸
猫
な
ど
の
わ
ざ
に
ハ
あ
ら
ず
、
又
天

狗
の
わ
ざ
と
も
お
も
ハ
れ
ず
、
か
つ
は
と
い
へ
る
も
の
な
る
べ
し
と
い
ふ
﹂
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
当
初
は
、
狐
の
仕
業
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
被
害

が
拡
大
し
て
深
刻
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
狐
狸
や
天
狗
の
で
き
る
よ
う
な
こ
と
で

は
な
い
と
従
来
の
認
識
が
徐
々
に
修
正
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
、﹁
か
つ
は
﹂
と

い
う
結
論
に
達
し
た
と
い
う
の
も
興
味
深
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
﹁
犯
人
像
﹂

は
最
初
か
ら
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
っ
た

こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。

二　

明
和
年
間
の
髪
切
り
―
―
江
戸
・
大
坂
―
―

　

元
禄
の
後
、﹁
髪
切
り
﹂
が
流
行
す
る
の
は
明
和
年
間
の
こ
と
で
あ
る
。﹃
武
江

年
表
﹄
に
は
、明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
秋
と
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
秋
に
﹁
髪

切
﹂
の
流
行
を
伝
え
て
い
る
（
（2
（

が
、
そ
の
後
も
明
和
五
年
、
八
年
、
九
年
に
も
同
様

の
事
件
が
史
料
で
確
認
で
き
る
の
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
流
行
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
和
期
は
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
記
録
も
豊

富
で
あ
る
。
以
下
、
明
和
期
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

（
一
）
江
戸

　

明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
四
、五
月
に
﹁
髪
自
然
と
脱
落
す
﹂
と
い
う
現
象

が
あ
り
、
こ
れ
を
﹁
髪
切
﹂
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
（
（2
（

。

　

こ
う
し
た
﹁
風
説
﹂
が
広
が
っ
て
い
る
な
か
、
犯
人
と
さ
れ
る
者
が
捕
縛
さ
れ

た
。（

明
和
五
年
）

一
当
夏
初
よ
り
江
戸
中
女
人
、
昼
夜
ニ
不
斗
髪
切
ら
れ
申
候
由
世
上
風
説
有
之

候
、

頃
日
深
川
ニ
居
住
候
者
半
井
齢
々
子
又
臥
龍
水
ト
称
復
玄

車
と
号
し
、
当
年
中

之
吉
凶
相
記
し
候
小
冊
を
門
弟
梓
ニ
刻
ミ
世
ニ
弘
む
、
右
之
者
被
召
捕
、
御

僉
儀
有
之
、
右
髪
切
之
儀
ニ
付
、
富
士
見
御
宝
蔵
番
小
沢
太
兵
衛
・
松
平
大

学
頭
内
生
田
衛
守
新
抱
者

之
由

本
郷
大
根
畠
山
伏
大
仙
院
・
大
塚
神
道
者
鈴
木
円
六

等
被
召
捕
、
殆
及
御
僉
儀
候
而
、
何
茂
入
牢
、
右
髪
切
ノ
ヿ
、
幻
術
之
由
風

聞
ニ
付
、
相
考
ニ
云
（
下
略
（
（2
（

）

　

そ
の
年
の
吉
凶
な
ど
を
記
し
た
冊
子
を
刊
行
し
て
い
た
半
井
齢
々
子
、
江
戸
城

の
貴
重
品
を
管
理
す
る
宝
蔵
の
守
衛
小
沢
太
兵
衛
（
（2
（

、
陸
奥
国
守
山
藩
に
召
し
抱
え

ら
れ
て
い
た
生
田
衛
守
、
そ
し
て
本
郷
の
修
験
者
大
仙
院
と
大
塚
の
神
道
者
鈴
木

円
六
で
あ
っ
た
。

　

野
口
武
彦
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
修
験
者
が
捕
縛
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、﹁
顕
冥
両
界
を
な
か
だ
ち
す
る
存
在
﹂
で
あ
る
修
験
者
が
犯
人

で
あ
る
と
す
る
の
は
、﹁
江
戸
時
代
の
文
化
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
あ
っ
て
﹂
は
合
理
的

な
﹁
解
﹂
で
あ
っ
た
と
す
る
（
（2
（

。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
捕
縛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
修
験
者
の
ほ
か
に
神
道
者
や
占
い

師
と
思
し
き
半
井
齢
々
子
と
い
っ
た
宗
教
者
の
他
に
、
陸
奥
国
守
山
藩
に
召
し
抱

え
ら
れ
て
い
た
武
士
や
（
（2
（

、
富
士
見
宝
蔵
番
小
沢
太
兵
衛
と
い
っ
た
幕
臣
が
い
る
こ
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と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
、
彼
ら
が
捕
縛
さ
れ
た
の
か
。
野
口
の
い
う

﹁
江
戸
時
代
の
文
化
パ
ラ
ダ
イ
ム
﹂
で
は
必
ず
し
も
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
の
﹃
続
譚
海
﹄
で
省
略
し
た
部
分
に
は
、
蟷
螂
が
﹁
人
髪
﹂

を
食
す
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
天
牛
を
﹁
囓
髪
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
が
﹃
本
草
綱
目
﹄
を

引
用
し
て
記
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　

さ
ら
に
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
時
に
も
一
七
世
紀
と
同
様
に
狐
の
仕
業
と
す

る
見
方
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
根
岸
鎮
衛
の
随
筆
﹃
耳
嚢
﹄
巻
四
を
見
よ

う
。世

上
に
て
女
の
髪
を
根
元
よ
り
切
る
事
あ
り
。
髪
切
と
て
世
に
怪
談
ひ
と
つ
と

な
す
。
中
に
は
男
を
約
し
て
、
父
母
・
一
類
の
片
附
な
ん
と
い
ふ
を
い
な
み
て
、

右
怪
談
に
た
く
し
て
髪
な
ど
を
切
る
も
多
く
、
然
共
実
に
狐
狸
の
為
す
も
あ
る

と
か
や
。
松
平
京
兆
の
在
所
に
て
、
右
髪
を
切
ら
れ
し
女
両
三
人
有
り
し
が
、

野
狐
を
其
比
捕
殺
し
て
其
腹
を
断
し
に
、
腸
内
に
女
の
髪
ふ
た
つ
ま
で
あ
り
し

と
語
り
給
ふ
。
一
様
に
は
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
か
（
（3
（

。

　

こ
こ
で
は
、松
平
京
兆
の
領
内
で
女
性
が
髪
を
切
ら
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
が
、

そ
の
後
に
捕
殺
し
た
﹁
野
狐
﹂
の
腹
を
割
く
と
﹁
女
の
髪
ふ
た
つ
﹂
が
見
つ
か
っ

た
と
あ
り
、
髪
切
り
が
狐
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。﹁
一

様
に
は
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
か
﹂
と
一
般
化
に
は
慎
重
だ
が
、
狐
犯
人
説
が
あ
っ
た

こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
事
件
の
年
代
を
記
し
て
は
い
な
い
が
、﹁
松
平
京
兆
﹂
は
高
崎
城
主
の
松

平
右
京
亮
輝
和
（
一
七
五
〇
~
一
八
〇
〇
）
だ
か
ら
、
明
和
期
の
こ
と
で
あ
る
可

能
性
が
あ
ろ
う
。

　

明
和
期
の
江
戸
に
お
け
る
﹁
髪
切
り
﹂
に
あ
た
っ
て
は
、
幕
府
に
よ
る
関
係
者

捕
縛
と
い
っ
た
司
法
当
局
に
よ
る
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

（
二
）
大
坂

　

大
坂
で
も
江
戸
に
や
や
遅
れ
て
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、
明
和
九
年

（
一
七
七
二

（
（3
（

）
に
髪
切
り
の
流
行
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
時
の
騒
動
を
記
し
て
い
る
﹃
明
和
雑
記
﹄
の
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の

記
事
に
よ
れ
ば
、﹁
去
年
﹂
江
戸
で
流
行
し
、江
戸
城
本
丸
の
女
中
が
被
害
に
遭
い
、

町
方
で
も
被
害
が
出
て
い
る
と
い
う
﹁
髪
切
り
蟲
﹂
が
、﹁
当
春
の
末
﹂
か
ら
大

坂
で
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
で
女
性
が
髪
を
切
ら
れ
た
と

い
う
。

　

そ
こ
で
、﹁
ま
じ
な
い
﹂と
し
て
色
々
な
歌
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、

﹁
千
早
振
神
の
氏
子
の
髪
な
れ
ば
切
と
も
切
れ
じ
玉
の
か
ず
ら
を
﹂
と
書
い
た
歌

を
守
り
袋
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
時
に
は
、﹁
烏
の
ご
と
き
に
し
て
い
か
に
も
口
を
大
き
く
し
て
﹂描
い
た﹁
髪

切
む
し
の
絵
図
﹂
な
ど
も
売
り
歩
か
れ
て
い
た
。
や
が
て
、
髪
切
り
の
被
害
者
が

﹁
公
辺
へ
訴
出
﹂
て
、﹁
吟
味
﹂
が
行
わ
れ
た
結
果
、﹁
嶋
の
内
畳
屋
町
辺
の
か
つ

ら
や
﹂
が
咎
め
を
う
け
た
と
い
う
（
（3
（

。
こ
の
﹃
明
和
雑
記
﹄
で
は
、﹁
切
ら
れ
し
者

共
ハ
や
と
わ
れ
し
な
る
由
に
て
か
れ
是
言
ひ
は
や
ら
せ
し
事
な
り
﹂と
し
て
お
り
、

被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
の
は
自
作
自
演
だ
っ
た
と
い
う
。﹁
か
つ
ら
や
﹂
の
宣
伝

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
香
川
も
触
れ
て
い
た
が
、
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実
は
別
の
史
料
に
も
う
少
し
詳
し
い
事
情
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　
﹃
つ
れ
づ
れ
飛
日
記
（
（3
（

﹄
に
よ
る
と
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
﹁
嶋
の
内
畳

や
町
か
づ
ら
や
万
兵
衛
﹂
と
い
う
芝
居
の
役
者
な
ど
に
向
け
て
男
女
の
﹁
か
づ
ら
﹂

を
作
っ
て
商
売
と
し
て
い
た
人
物
が
い
た
と
い
う
。

　

彼
の
隣
家
に
板
東
豊
三
郎
と
い
う
役
者
が
い
て
、
渡
し
船
で
江
戸
の
人
と
一
緒

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
評
判
に
な
っ
て
い
た
江
戸
で
の
髪
切
り
の
様
子
に
つ
い
て
た

ず
ね
る
と
、江
戸
の
人
は
﹁
今
も
此
う
た
を
書
て
髪
の
わ
げ
に
さ
し
入
て
置
時
ハ
、

き
ら
る
ゝ
事
曽
て
な
し
と
て
、
み
な
〳
〵
此
歌
を
書
て
入
し
よ
り
、
き
ら
る
ゝ
事

な
し
と
て
歌
の
書
た
る
を
見
せ
け
り
﹂
と
ま
じ
な
い
歌
を
見
せ
た
と
い
う
。
板
東

豊
三
郎
は
そ
れ
を
書
き
写
し
て
、
そ
う
い
っ
た
話
を
好
む
隣
家
の
万
兵
衛
に
教
え

た
。
万
兵
衛
は
﹁
人
が
髪
を
切
ら
れ
ま
し
た
ら
、
私
か
た
の
か
づ
ら
が
よ
ふ
う
れ

ふ
と
存
じ
ま
し
て
、
そ
れ
で
あ
の
歌
を
か
づ
ら
や
の
看
板
の
わ
き
に
張
て
お
き
ま

し
た
﹂
と
い
う
が
、
そ
の
後
に
な
っ
て
一
儲
け
を
た
く
ら
ん
だ
。

　

万
兵
衛
お
も
ひ
付
て
、
か
の
歌
を
書
て
板
行
に
ほ
ら
せ
て
、
諸
人
に
や
り
て

い
ふ
や
う
、
此
歌
を
懐
に
入
て
居
る
時
ハ
髪
も
き
ら
る
ゝ
事
な
し
と
て
、
近
所

隣
は
勿
論
、
ほ
う
〴
〵
よ
り
も
ら
ひ
ニ
来
る
を
大
ひ
に
よ
ろ
こ
び
、
お
ひ
〳
〵

に
摺
出
し
て
や
り
に
け
る
。
其
歌
は
、

　

千
早
振
神
の
氏
子
の
髪
な
れ
ば
切
と
も
き
れ
じ
玉
の
か
づ
ら
を

右
の
歌
を
板
行
に
す
り
て
、
か
た
ハ
ら
に
作
者
畳
や
町
か
づ
ら
や
万
兵
衛
と
書

付
て
、
人
に
遣
し
け
る
と
也
。

　

こ
の
歌
は
、﹁
江
戸
よ
り
来
り
し
歌
な
り
﹂
と
評
判
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
ど

う
や
ら
そ
れ
に
目
を
付
け
て
海
賊
版
が
つ
く
ら
れ
た
ら
し
い
。﹁
其
後
此
通
り
の

板
行
し
て
、
髪
切
の
ま
じ
な
い
歌
也
と
て
市
町
を
う
り
歩
行
も
の
﹂
が
あ
り
、
目

を
付
け
ら
れ
た
結
果
、﹁
万
兵
衛
﹂
と
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
か
ら
彼
が
捕
ら
え
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
﹁
其
か
づ
ら
を
売
ら
ん
た
め
の
た
く
み
し
事
も
あ
ら
ん
﹂
と
か
﹁
山
伏
の
類
ひ

を
か
た
ら
ひ
て
、
魔
術
を
も
つ
て
人
の
髪
を
き
ら
せ
、
万
兵
衛
が
か
づ
ら
を
う
ら

ん
為
の
企
て
な
り
し
﹂
と
い
っ
た
噂
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
記
事
を
信
じ
る
な
ら
ば
、万
兵
衛
は
髪
切
り
に
便
乗
し
た
だ
け
の
よ
う
で
、

彼
が
主
犯
と
い
う
の
は
捕
縛
を
き
っ
か
け
と
し
て
流
布
し
た
憶
測
に
す
ぎ
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　

万
兵
衛
の
行
為
を
確
認
す
れ
ば
、
髪
切
り
の
流
行
を
見
て
、﹁
江
戸
﹂
と
い
う

先
行
し
て
髪
切
り
被
害
に
曝
さ
れ
て
い
る
地
域
で
広
ま
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
効

果
が
期
待
で
き
る
）
呪
歌
を
い
ち
早
く
仕
入
れ
て
、
板
行
し
た
こ
と
に
つ
き
る
。

彼
の
生
業
が
髪
に
関
わ
る
﹁
か
づ
ら
や
﹂
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
呪
歌
に
恐

ら
く
は
宣
伝
目
的
で
﹁
か
た
ハ
ら
に
作
者
畳
や
町
か
づ
ら
や
万
兵
衛
﹂
と
書
い
た

こ
と
が
仇
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
江
戸
で
の
修
験
者
ら
の
逮
捕
事
件
を
考
え
て
み
よ
う
。

修
験
者
や
神
道
者
と
と
も
に
幕
臣
な
ど
武
士
も
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
名
前

が
登
場
し
て
い
た
の
は
﹁
当
年
中
之
吉
凶
相
記
し
候
小
冊
を
門
弟
梓
ニ
刻
ミ
世
ニ

弘
む
﹂
半
井
齢
々
子
で
あ
っ
た
。
大
坂
の
事
例
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
彼
ら
も
髪
切
り

事
件
の
実
行
犯
な
ど
で
は
な
く
、﹁
吉
凶
﹂
な
ど
を
記
し
た
摺
り
物
の
販
売
な
ど
、

そ
の
流
行
現
象
で
一
儲
け
を
た
く
ら
ん
だ
一
味
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
大
坂
の
か
づ
ら
や
万
兵
衛
が
聞
き
つ
け
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た
﹁
江
戸
﹂
で
流
布
し
て
い
た
﹁
千
早
振
⋮
⋮
﹂
の
歌
を
広
め
た
の
が
彼
ら
の
仕

業
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
和
期
の
髪
切
り
事
件
は
江
戸
・
大
坂
と
も
捕
縛
者
が
出

た
と
い
う
が
、
実
際
に
は
﹁
髪
切
り
事
件
﹂
の
主
犯
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
に
便

乗
し
た
違
法
出
版
や
風
説
の
流
布
に
関
わ
っ
て
い
た
者
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
同
時
代
史
料
で
は
な
い
が
、
曲
亭
馬
琴
に
よ
る
﹃
兎
園
小
説
拾
遺
﹄
に

は
、
明
和
期
に
狐
を
駆
使
し
て
髪
を
切
ら
せ
、﹁
狐
よ
け
の
守
札
を
出
﹂
し
て
い

た﹁
ゑ
せ
山
伏
﹂が
捕
縛
さ
れ
た
と
あ
る
。
髪
切
り
事
件
に
伴
う
山
伏
捕
縛
は﹁
守

札
﹂
発
行
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、大
坂
で
は
万
兵
衛
が
仕
掛
け
た
狂
言
だ
と
言
わ
れ
、江
戸
で
も
﹁
幻

術
之
由
風
聞
﹂（﹃
続
譚
海
﹄）
と
あ
る
よ
う
に
修
験
者
の
幻
術
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
野
口
は
こ
う
し
た
理
解
を
﹁
江
戸
時
代
の
文
化
パ

ラ
ダ
イ
ム
﹂
に
よ
る
﹁
解
﹂
と
い
う
が
、
む
し
ろ
捕
縛
と
い
う
事
実
か
ら
、
彼
ら

が
主
犯
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
い
う
憶
測
の
も
と
に
噂
さ
れ
た
﹁
解
釈
﹂
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

三　

考
証
の
時
代
―
―
一
九
世
紀
の
髪
切
り
事
件
―
―

　

こ
う
し
た
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
か
を
見
て
い
こ
う
。
本
草
学
者
の
佐
藤
中
陵
に
よ
っ
て
文
政
九

年
（
一
八
二
六
）
に
書
か
れ
た
随
筆
﹃
中
陵
漫
録
﹄
に
は
、﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
て
い
る
。

○
狐
魅
截
髪

余
幼
年
の
時
、
髪
截
と
て
大
に
流
行
す
。
余
が
知
己
の
も
の
、
一
夕
寝
し
て
髻

を
截
ら
る
。
し
か
れ
ど
も
、
枕
に
付
き
た
る
処
は
截
る
事
能
ず
。
其
截
た
る
跡

甚
だ
臭
し
て
、
涎
滑
な
り
。
或
人
、
是
を
見
て
云
く
、
狐
の
嚼
截
た
る
べ
し
と

云
。
今
案
る
に
、
桐
油
及
菎
麻
油
に
て
塗
り
置
く
時
は
、
百
獣
、
敢
て
近
く
事

な
か
る
べ
し
。
案
る
に
、
酉
陽
雑
俎
曰
。
人
夜
臥
無
故
失
髻
者
。
鼠
妖
也
。
是

な
り
。
又
魏
書
霊
徴
志
曰
。
高
祖
大
和
元
年
五
月
辛
亥
。
有
狐
魅
截
人
髪
。
又

北
史
斉
後
主
紀
曰
。
鄴
都
弁
州
並
有
狐
媚
。
多
截
人
髪
（
（3
（

。

　

佐
藤
中
陵
が
﹁
幼
年
﹂
の
時
に
見
聞
き
し
た
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
の
記
事
で

あ
る
。
佐
藤
は
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
江
戸
で
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
、﹁
幼

年
﹂
の
こ
ろ
に
流
行
し
た
髪
切
り
事
件
と
言
え
ば
、
明
和
期
（
一
七
六
四
~

七
二
）
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
は
、﹁
或
人
﹂
が
切
ら
れ
た
髪
の
様
子
を
見
て
、﹁
狐
の
嚼
截
た
る
べ
し
﹂

と
言
っ
た
と
記
す
。
そ
し
て
、
後
半
に
は
﹃
酉
陽
雑
俎
﹄
な
ど
の
漢
籍
を
典
拠
と

し
て
、
狐
が
人
の
髪
を
切
る
と
い
う
現
象
に
関
す
る
前
例
を
挙
げ
て
﹁
或
人
﹂
の

見
立
て
を
補
強
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
後
年
に
な
っ
て
明
和
期
の
﹁
髪
切
り
﹂
を
本
草
学
者
と
し
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
も
、
髪
切
り
事
件
を
狐
の
仕
業
で
あ
る
と
す
る
見
解

は
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
漢
籍
と
い
う
学
知
に
よ
っ
て
考
証
を
加
え
る
と
い
う
の

が
近
世
後
期
の
特
徴
で
あ
る
。

　

明
和
期
の
流
行
か
ら
し
ば
ら
く
し
た
天
明
期
（
一
七
八
一
~
八
九
）
に
も
、
髪

切
り
事
件
は
発
生
し
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
も
、
一
九
世
紀
に
な
っ
て
同
様
の
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考
証
が
加
え
ら
れ
た
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
序
文
が
あ
り
、
文
政
一
二
年

（
一
八
二
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
儒
者
の
冢
田
大
峰
に
よ
る
﹃
随
意
録
﹄
に
は
、
漢

籍
﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄
の
狐
が
人
の
髪
を
切
る
と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
﹁
昔
年
江
都

之
妖
。
亦
狐
狸
之
所
為
与
﹂
と
す
る
。﹁
頃
日
読
洛
陽
伽
藍
記
﹂
と
あ
る
の
で
、

読
書
を
し
て
い
る
な
か
で
過
去
の
事
件
を
想
起
し
、
思
い
当
た
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
（
11
（

。

　

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
生
ま
れ
の
朝
川
善
菴
も
、﹁
幼
ナ
リ
シ
頃
﹂
に
流
行

し
て
い
た
﹁
髪
截
﹂
に
つ
い
て
触
れ
、﹁
是
狐
妖
ト
ハ
イ
ヘ
ト
、
道
士
ノ
狐
ヲ
駆

役
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
ニ
テ
﹂
と
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、﹁
西
土
﹂
に
も
同
様
の
事

例
が
あ
る
と
い
い
、﹃
北
魏
書
霊
徴
志
﹄﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄﹃
北
斉
書
後
主
紀
﹄
の

狐
に
よ
る
髪
切
り
を
紹
介

し
て
い
る
。﹁
道
士
﹂
と

い
う
の
は
中
国
風
に
表
現

し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
は

修
験
者
な
ど
の
宗
教
者
が

狐
を
使
役
し
た
も
の
と
考

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
（
11
（

。

　

こ
う
し
た
書
物
に
よ
る

考
証
の
到
達
点
と
も
い
う

べ
き
も
の
が
、
喜
多
村
筠

庭
に
よ
る
考
証
随
筆
﹃
嬉

遊
笑
覧
﹄
で
あ
る
。
本
書

は
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
序
を
持
ち
、
そ
の
後
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
き

綴
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
は
、
漢
籍
の
﹃
捜
神
記
﹄
に
あ
る
老
狐
が
髻
を
切
っ
た
と
い
う
記
事
を

は
じ
め
、﹃
宋
書
﹄﹃
秋
坪
新
語
﹄
な
ど
を
引
き
、
さ
ら
に
日
本
の
﹃
宝
倉
﹄﹃
西

鶴
諸
国
咄
﹄
を
引
用
す
る
。
そ
の
後
は
や
や
脱
線
し
、妖
狐
関
係
の
記
事
が
続
く
。

注
目
す
べ
き
は
、﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
考
証
を
加
え
た
当
該
項
目
前
後
の
配
列

で
あ
る
。
巻
八
の
﹁
方
術
﹂
の
部
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、﹁
飯
綱
﹂
の
項
の
次
に

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
喜
多
村
筠
庭
は
、
狐
が
髪
切
り
事
件
を
起
こ
す
こ

と
に
つ
い
て
、
野
生
動
物
で
あ
る
狐
の
習
性
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
宗
教
者
が
使
役
す
る
妖
狐
に
よ
る
﹁
方
術
﹂
が
原
因
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
明
和
期
に
修
験
者
が
捕
縛
さ
れ
た
際
に

あ
っ
た
﹁
幻
術
之
由
風
聞
（
11
（

﹂
を
学
知
に
よ
っ
て
裏
書
き
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
な

ろ
う
か
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
漢
籍
に
よ
る
考
証
で
依
拠
し
て
い
る
文
献
が
﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
時
期
が
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
前

後
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
和
刻
本
の
刊
行
な
ど
、
漢
籍
類
を

め
ぐ
る
研
究
環
境
の
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で

は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
世
紀
に
は
知
識
人
を
中
心
に
、
漢
籍
に
よ
る
類
例
の

確
認
と
い
う
学
問
的
な
作
業
に
よ
っ
て
髪
切
り
が
狐
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る

現
象
で
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
一
九
世
紀
の
髪
切
り
が
狐
の
仕
業
と
い
う
理
解
で
統
一
さ
れ
た
わ

図　慶応 4年（1868）「髪切の奇談」（国際日本文化
研究センター蔵）
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け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の

﹁
よ
し
藤
﹂
に
よ
る
錦
絵
﹁
髪
切
の
奇
談
（
（3
（

﹂（
図
）
で
は
、
番
町
の
女
中
が
髪
切
り

被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、﹁
猫
の
如
く
﹂﹁
天
鵞
賊
の
ご
と
く
﹂
の
﹁
真
黒

な
る
も
の
﹂
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
思
う
と
髪
が
切
ら
れ
て
い
た
と
し
て
、
巨
大
な
黒

い
生
物
が
女
性
の
髪
の
毛
を
噛
み
き
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
錦
絵
の

よ
う
な
大
衆
的
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
こ
う
し
た
漢
籍
な
ど
に
よ
る
髪
切
り
像
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
再
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

四　
「
髪
切
り
」
の
メ
デ
ィ
ア
論

　

こ
こ
ま
で
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
関
す
る
言
説

を
見
て
き
た
。
情
報
は
多
岐
に
わ
た
り
、
時
系
列
で
変
化
を
遂
げ
る
と
い
う
わ
け

で
も
な
く
、
一
見
す
る
と
無
秩
序
に
増
殖
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
（
（3
（

。
だ

が
、
果
た
し
て
無
秩
序
な
の
か
、
無
秩
序
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
そ
う
な
の
か
。﹁
髪

切
り
﹂
に
関
す
る
言
説
は
、多
岐
に
わ
た
り
情
報
が
集
ま
る
に
つ
れ
て
混
沌
と
し
、

ひ
と
つ
に
収
斂
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
無
理
に
ひ
と
つ
の
像
に
収
斂
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
む
し
ろ
多
様
さ
を
前
提
と
し
て
、
そ
れ
を
俯
瞰
す
る
形
で
整
理
し
た
い
。

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
髪
切
り
に
つ
い
て
の
情
報
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
の

形
式
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
よ
っ
て
、
流
布
し
消
費
さ
れ
た
あ
と
、
最
後

は
消
え
る
性
質
を
持
つ
瓦
版
や
錦
絵
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア

と
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
る
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
は
、
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
か
ら
見
て
い
く
。﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
記
す

史
料
に
は
、﹁
風
聞
﹂﹁
風
説
﹂
と
い
っ
た
表
現
が
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
口

頭
に
よ
る
伝
聞
（
噂
）
に
よ
る
情
報
の
流
布
が
基
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
噂
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
舞
台
は
京
都
・
大
坂
・
江
戸
・
金
沢
・
松
坂
と
い
っ
た
都
市

域
に
集
中
し
て
い
た
。
ま
た
、京
都
か
ら
金
沢
（
寛
永
）、伊
勢
松
坂
か
ら
江
戸
（
元

禄
）、
江
戸
か
ら
大
坂
（
明
和
）
と
次
第
に
舞
台
が
移
動
、
拡
大
し
て
い
る
の
も
、

こ
れ
が
噂
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
単
な
る
口
頭
に
よ
る

伝
聞
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
寛
永
期
の
金
沢
の
よ
う
に
神
送
り
の
造
り
物
と

い
っ
た
造
形
物
や
行
事
に
よ
る
情
報
の
拡
散
や
、
明
和
期
の
瓦
版
の
よ
う
な
簡
易

な
摺
り
物
と
い
っ
た
印
刷
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
影
響
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、﹁
髪
切
り
﹂
の
原
因
に
つ
い
て
の
理
解
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
当

初
は
狐
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、﹃
宝
蔵
﹄
で
は
﹁
剃
刀
の
牙
は
さ
ミ
の
手
足
﹂

と
い
う
奇
怪
な
姿
を
し
た
髪
切
虫
の
仕
業
だ
と
し
て
、
そ
れ
が
棲
息
す
る
と
い
う

煎
瓦
の
廃
棄
が
相
次
い
だ
。
寛
永
期
の
金
沢
で
は
、
手
を
鋏
の
形
と
し
た
鬼
に
造

型
さ
れ
た
が
、
同
時
に
﹁
鳩
﹂
の
よ
う
だ
と
い
う
。
明
和
期
に
は
口
を
鋏
の
よ
う

に
し
た
絵
姿
も
流
布
し
て
い
た
。
一
方
で
、
元
禄
期
に
は
﹁
か
つ
ぱ
﹂
と
す
る
見

解
も
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
古
記
録
や
考
証
随
筆
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
狐
を
原

因
だ
と
す
る
解
釈
が
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
香
川
が
指
摘
し
た
よ
う
な
、
中
世
的
な
﹁
髪
切
り
﹂
か
ら
、
実
態
と
名

前
を
も
っ
た
﹁
髪
切
虫
﹂
へ
の
変
容

（
（4
（

と
は
見
な
し
え
な
い
事
例
も
少
な
く
な
い
の
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で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
﹁
髪
切
り
﹂
が
狐
の
仕
業
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
中
世
に
は
既

に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。﹃
建
内
記
﹄
を
見
る
と
、
既
に
﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄

や
﹃
酉
陽
雑
俎
﹄
の
記
事
が
参
照
さ
れ
、
狐
に
よ
っ
て
人
の
髪
が
切
ら
れ
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。

　

こ
れ
は
、
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
北
宋
初
期
ま
で
の
説
話
を
集
め
た
類
書
﹃
太
平

広
記
﹄
に
よ
っ
て
い
る
。﹃
建
内
記
﹄
に
よ
れ
ば
、﹃
太
平
広
記
﹄
は
相
国
寺
・
天

龍
寺
と
い
っ
た
五
山
寺
院
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
た
（
（4
（

。
近
世
最
初
の
寛
永
期
に
起
き

た
髪
切
り
を
記
し
、
大
和
国
の
狐
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
た
﹃
春
寝
覚
﹄
は
、

藤
原
惺
窩
の
子
で
公
家
の
冷
泉
家
を
継
い
だ
冷
泉
為
景
の
手
に
よ
る
も
の
だ
と
も

さ
れ
て
い
る
か
ら
（
（4
（

、
過
去
の
髪
切
り
事
件
を
伝
え
る
中
世
の
古
記
録
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
可
能
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
何
事
も
前
例
が
重
要
視
さ
れ
、
記
録
が
繙
か
れ
る

公
家
社
会
に
お
い
て
、
髪
切
り
と
狐
を
結
び
つ
け
る
見
解
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で

伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
い
。

　

こ
う
し
た
髪
切
り
と
狐
を
つ
な
げ
る
見
方
は
、
民
間
で
も
さ
さ
や
か
れ
る
続
け

る
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
、中
世
の
京
で
は
五
山
が
所
蔵
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
﹃
太
平
広
記
﹄
だ
が
、
清
の
乾
隆
二
〇
年
（
一
七
五
五
）
に
黄
晟
の
校
訂
に
よ

る
刊
本
が
出
さ
れ
て
広
く
流
布
し
て
い
る
か
ら
（
（4
（

、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
日

本
で
も
入
手
は
比
較
的
容
易
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
近
世
に
は
漢
籍
が
唐
本
と
呼
ば
れ
て
大
量
に
輸
入
さ
れ
て
い
く
だ
け

で
は
な
い
。
元
禄
期
に
は
﹃
洛
陽
伽
藍
記
﹄
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、﹃
酉
陽
雑
俎
﹄

も
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
は
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う

し
た
テ
キ
ス
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
中
世
に
比
べ
る
と
格
段
に
容
易
に
な
っ
て
い

る
。

　

そ
の
結
果
、
上
述
の
よ
う
に
一
九
世
紀
に
至
る
と
近
世
の
随
筆
類
で
は
、
こ
れ

ら
の
漢
籍
を
参
照
し
た
う
え
で
、﹃
建
内
記
﹄
と
同
じ
よ
う
に
狐
の
仕
業
で
あ
る

と
述
べ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
髪
切
り
が
狐
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
解
釈
は
、
唐
本
や
古
記
録
の
よ

う
な
書
物
の
な
か
で
も
学
術
性
の
高
い
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
考
証
結
果
は
、
考

証
随
筆
と
い
う
学
術
性
の
高
い
書
物
に
記
さ
れ
て
一
九
世
紀
に
普
及
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
い
わ
ば
ス
ト
ッ
ク
型
の
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
の
流
布
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
書
物
に
も
と
づ
い
た
考
証
の
結
果
は
、﹃
耳
嚢
﹄
で
見
た
よ
う
な
狐

の
腹
を
割
い
た
ら
髪
の
毛
が
見
つ
か
っ
た
と
い
っ
た
風
聞
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
裏

付
け
ら
れ
て
信
憑
性
を
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
る
が
故
に
、
過
去
の
記
録
と

矛
盾
の
少
な
い
最
適
解
が
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
修
験
者
が
多
く
公
議
権
力

に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
た
と
い
う
情
報
が
加
わ
れ
ば
、
狐
の
仕
業
に
よ
る
髪
切
り
と

い
う
考
証
結
果
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
、
修
験
者
が
狐
を
駆
使
し
て
い
た
か
ら
だ

と
い
う
﹁
合
理
的
解
釈
﹂
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
は
い
え
、
蓄
積

さ
れ
た
情
報
の
す
べ
て
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
整
合
的
に
説
明
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
。﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
い
え
ば
、﹃
本
草
綱
目
﹄
で
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
髪
の

毛
を
噛
み
き
る
と
記
し
て
お
り
、﹃
和
漢
三
才
図
会
﹄﹃
続
譚
海
﹄
で
は
、
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
解
釈
は
そ
の
後
の
﹁
髪
切
り
﹂
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理
解
で
は
採
用
さ
れ
な
い
。
狐
に
よ
り
髪
切
り
と
す
る
情
報
の
多
さ
や
中
世
以
来

の
解
釈
と
い
う
歴
史
性
が
、
他
の
解
釈
を
淘
汰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
ト
ッ
ク
型

メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
も
情
報
は
不
変
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
情
報
の
取
捨
選

択
と
再
編
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
巷
間
の
噂
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
ち
ら
は
、
そ
れ
ほ
ど
過
去
に
縛

ら
れ
る
必
要
が
な
い
の
で
、
一
貫
性
や
整
合
性
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
な
い
。

そ
の
場
限
り
の
解
釈
や
、
思
い
つ
き
、
ウ
ケ
狙
い
な
ど
も
入
り
込
む
余
地
が
あ
る

だ
ろ
う
（
（4
（

。
髪
切
り
虫
と
し
た
り
、鳩
な
ど
の
よ
う
な
姿
と
さ
れ
た
り
、鬼
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
よ
う
な
姿
で
造
形
さ
れ
た
り
と
、
そ
の
折
々
に
そ
れ
ら
し
い
姿
で
語
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
不
安
を
喚
起
し
つ
つ
、﹁
実
行
可
能
な
不
安
の
回
避
策
が
同
時
に
示
さ

れ
て
い
る
﹂
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
説
得
的
で
広
ま
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

。

髪
切
り
と
い
う
怪
異
情
報
に
接
し
た
人
々
に
と
っ
て
は
、
学
術
的
考
証
で
不
安
を

払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
異
常
な
現
象
に
対
し
て
は
、通
常
と
は
異
な
る（
し

か
し
実
施
可
能
な
）
対
処
法
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
煎
瓦
の
投
棄
や
呪
歌
の
携

行
な
ど
の
情
報
が
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
量
に
消
費
さ
れ
る
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
情
報
を
商
品
化
す

る
こ
と
に
つ
な
げ
れ
ば
一
儲
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
髪
切
り

除
け
の
呪
歌
や
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
が
知
り
た
い
と
思
う
髪
切
り
の
正
体
を
描

い
た
瓦
版
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
、
さ
ら
に
情
報
を
拡
散
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
ひ
と
こ
と
で
﹁
髪
切
り
﹂
と
い
う
が
、
そ
の
情
報
ソ
ー
ス
は
重
層
的

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
古
記
録
や
考
証
随
筆
の
よ
う
な
ス
ト
ッ
ク
型
メ

デ
ィ
ア
で
は
、
漢
籍
由
来
の
狐
と
い
う
情
報
を
核
に
、
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
き
、

そ
れ
ら
が
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
よ
う
な
合
理
的
で
保
守
的
な
解
釈
が
再
生
産
さ

れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
で
、
口
頭
で
の
噂
を
は
じ
め
と
し
て
、
祭
礼
の
造
り
物
や
瓦
版
と
い
っ
た

フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
漢
籍
由
来
の
狐
に
よ
る
仕
業
だ
と
い
う
解
釈
は
そ
れ

ほ
ど
一
般
化
さ
れ
ず
、
多
種
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
流
行
の
度
に
つ
く
ら
れ
、

流
布
し
、
そ
し
て
消
費
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
貫
性
を
持
た
な
い
の
が
フ
ロ
ー
型
メ

デ
ィ
ア
の
な
か
で
生
ま
れ
た
﹁
髪
切
り
﹂
像
の
特
色
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

　

髪
切
り
の
こ
う
し
た
情
報
と
メ
デ
ィ
ア
の
二
重
性
が
、
髪
切
り
像
を
複
雑
に
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
近
世
の
﹁
髪
切
り
﹂
に
つ
い
て
、
史
料
に
即
し
て
検
討
し
て
き
た
。

一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
断
続
的
に
流
行
し
た
﹁
髪
切
り
﹂
で
あ
る

が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
て
整
理
す
れ
ば
、
ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
漢
籍
や

考
証
随
筆
で
は
、
一
貫
し
て
狐
が
犯
人
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
あ
り
、
そ
の
後
も

蓄
積
さ
れ
た
情
報
か
ら
比
較
的
矛
盾
の
な
い
解
釈
を
す
る
保
守
的
傾
向
が
あ
っ

た
。
修
験
者
が
使
役
す
る
狐
の
仕
業
で
あ
る
と
い
う
理
解
も
、
そ
う
し
た
な
か
で

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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一
方
で
、
噂
や
造
り
物
、
瓦
版
な
ど
短
時
間
に
流
通
し
、
消
費
さ
れ
て
い
く
フ

ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
過
去
の
記
憶
や
記
録
と
は
必
ず
し
も
整
合
性
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
々
に
あ
り
そ
う
な
姿
や
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
の
髪
切
り
像
の
多
様
化
と
増
幅
が
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
の
ひ
ろ
が
り
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
髪
切
り
と
い
う
事
象
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
情
報
の
み
な

ら
ず
、
情
報
の
媒
体
そ
の
も
の
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
怪
異
と
い
う
耳
目
を
驚
か
し
、
人
々
の
興
味
を
か
き
た
て
る

よ
う
な
情
報
は
、フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
と
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
か
ら
、
娯
楽
化
・
大
衆
化
さ
れ

た
怪
異
が
浸
透
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
（
（4
（

。

　

そ
し
て
、
重
要
な
こ
と
は
、
ス

ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
と
フ
ロ
ー
型

メ
デ
ィ
ア
は
併
存
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
知
識
人
が
語
り

考
証
し
た
怪
異
が
次
第
に
大
衆
化

す
る
と
い
う
よ
う
な
一
方
通
行
で

は
な
く
、知
識
人
に
よ
る
考
証
と
、

大
衆
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
た
噂
や

簡
易
印
刷
物
に
よ
る
怪
異
情
報
が

併
存
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
時
に

両
者
は
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
両
者
は
断
絶

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
流
布
し
て
い
た
噂
の
な
か
で
も
有
用
と
み
な
さ
れ
た

情
報
は
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
学
知
が
噂

に
信
憑
性
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
大
田
南
畝
の
よ
う
に
知
識
人
と
し
て
考

証
随
筆
の
執
筆
を
す
る
一
方
で
、
狂
歌
や
戯
作
の
よ
う
な
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
に

積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
な
人
物
も
い
る
。
二
種
類
の
メ
デ
ィ
ア
は
相
互
に
影
響
関

係
を
も
っ
て
い
て
情
報
が
融
通
さ
れ
る
こ
と
で
豊
富
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
最
後
に
今
後
の
見
通
し
も
か
ね
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
違
い
に
よ
る

特
徴
を
表
に
整
理
し
て
お
く
（
表
2
）。

　

歴
史
学
は
、
基
本
的
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
記
録
、
す
な
わ
ち
"
史
料
"
に
基
づ

い
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
原
理
的
に
は
、
時
と
と
も
に
消
え
て
い
く
フ
ロ
ー
型

メ
デ
ィ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
で
き
な
い
（
（4
（

。
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
情
報
か
ら
、
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
る
以
前
の
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
を
想
定
し
て
、
そ
こ
で
怪
異
が
ど

う
語
ら
れ
た
か
を
意
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
（4
（

。
少
な
く
と
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
性

を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
中
世
の
古
記
録
（
ス
ト
ッ
ク
型
メ
デ
ィ
ア
）
と
近
世
の

瓦
版
（
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
）
で
の
記
載
を
単
純
に
比
較
し
、﹁
恠
異
﹂
の
歴
史

的
変
遷
を
論
じ
る
よ
う
な
方
法
は
誤
謬
を
犯
し
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
﹁
怪
異
と
は
情
報
に
す
ぎ
な
い
（
（5
（

﹂。
そ
う
西
山
克
は
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
怪
異

情
報
の
研
究
は
緻
密
に
な
っ
た
。
情
報
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
生
成
の

過
程
や
蓄
積
さ
れ
た
情
報
の
運
用
な
ど
に
つ
い
て
も
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
情
報
へ
の
分
析
が
緻
密
に
な
る
一
方
で
、
情
報
の
容
器
で

あ
る
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
や
個
々
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
関

表 2　ストック型・フロー型メディアの特性

ストック型メディア フロー型メディア

例 書物（物の本） 噂・瓦版・錦絵・造り物など

主な市場 知識人 庶民（不特定多数）

知 学知・書物知 民俗知

性 質 権威的 大衆的

流通範囲 限定的 開放的

方 向 性 時間を超える 空間を超える

持 続 性 長期的 短期的

傾 向 保守的 刹那的

内 容 一貫性 多様性
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心
が
は
ら
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
メ
デ
ィ
ア
は
単
な
る
情
報
の
容

れ
物
で
は
な
い
。メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
（
（5
（

、メ
デ
ィ

ア
そ
れ
自
体
が
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
メ
デ
ィ
ア
が
発
す
る
情
報

に
無
自
覚
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
怪
異
情
報
だ
け
を
分
析
す
る
と
い
う
の
は
、
実

は
一
面
的
な
分
析
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

怪
異
は
情
報
で
あ
る
︱
︱
そ
れ
は
正
し
い
。
し
か
し
、
今
後
は
そ
の
情
報
を
伝

達
し
た
メ
デ
ィ
ア
へ
の
注
意
も
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

註

（
1
）　

中
世
の
﹁
恠
異
﹂
と
し
て
の
髪
切
り
に
つ
い
て
は
、
西
山
克
﹁
室
町
時
代
宮
廷
社

会
の
精
神
史
﹂（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
﹃
怪
異
学
の
可
能
性
﹄
角
川
書
店
、

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
2
）　

中
世
の
﹁
恠
異
﹂
に
つ
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
編
﹃
怪
異
学
の
技
法
﹄（
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
編
﹃
怪
異
学
の
可
能
性
﹄（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、

同
編
﹃
怪
異
学
の
地
平
﹄（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
。

（
3
）　

木
場
貴
俊
﹃
怪
異
を
つ
く
る
︱
︱
日
本
近
世
怪
異
文
化
史
︱
︱
﹄（
文
学
通
信
、

二
〇
二
〇
年
）

（
4
）　

香
川
雅
信
﹁
鬼
魅
の
名
は
︱
︱
近
世
前
期
に
お
け
る
妖
怪
の
名
づ
け
︱
︱
﹂（﹃
日

本
民
俗
学
﹄
三
〇
二
号
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

（
5
）　

香
川
雅
信﹃
江
戸
の
妖
怪
革
命
﹄（
河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
五
年
、の
ち
角
川
ソ
フ
ィ

ア
文
庫
、
二
〇
一
三
年
）

（
6
）　

香
川
雅
信﹁
禍
福
は
跋
扈
す
る
妖
怪
の
ま
ま
に
︱
︱
江
戸
の
都
市
伝
説
︱
︱
﹂（﹃
怪
﹄

三
四
号
、
二
〇
一
一
年
）。﹃
変
態
文
献
叢
書
﹄
第
五
巻
（
文
芸
資
料
研
究
会
、
一
九
二 

八
年
）
や
田
中
香
涯
﹃
猟
奇
医
話
﹄（
不
二
屋
書
房
、一
九
三
五
年
）、三
田
村
蔦
魚
﹁
江

戸
末
の
幽
霊
好
み
﹂（﹃
三
田
村
蔦
魚
全
集
﹄
第
一
〇
巻
、中
央
公
論
社
、一
九
七
五
年
、

初
出
は
一
九
四
一
年
）
に
お
い
て
も
、
髪
切
り
を
猟
奇
的
な
都
市
犯
罪
と
認
識
し
て

い
る
。

（
7
）　

川
平
敏
文
﹁
流
言
蜚
語
と
古
典
文
学
︱
︱
鬼
・
髪
切
虫
・
大
地
震
︱
︱
﹂（
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
編
﹃
日
本
古
典
と
感
染
症
﹄
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
一
年
）　

（
8
）　

野
口
武
彦
﹁
髪
切
り
の
怪
﹂（
小
松
和
彦
編
﹃
怪
異
の
民
俗
学
2　

妖
怪
﹄
河
出
書

房
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
）

（
9
）　

原
辰
吉
﹁
怪
異
﹃
髪
切
り
﹄
の
変
遷
﹂（﹃
武
蔵
文
化
論
叢
﹄
第
一
七
号
、
二
〇
一
七

年
）

（
10
）　
﹃
春
寝
覚
﹄（﹃
仮
名
草
紙
集
成
﹄
第
五
八
巻
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
）

（
11
）　
﹃
宝
蔵
﹄
巻
四
（
川
平
敏
文
﹁
山
岡
元
隣
﹃
宝
蔵
﹄
箋
註
（
八
）﹂﹃
雅
俗
﹄
一
八
巻
、

二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
前
掲
注
（
7
）
川
平
論
文
で
は
、﹃
宝
蔵
﹄
の
髪
切
り
に
関

す
る
記
述
を
引
き
、﹁
こ
の
話
は
、
他
書
に
そ
の
事
実
は
確
認
で
き
て
い
な
い
﹂
と
す

る
（
一
二
四
頁
）
が
、﹃
春
寝
覚
﹄
に
気
づ
い
て
な
い
。

（
12
）　

前
掲
﹃
宝
藏
﹄

（
13
）　

拙
著
﹃
京
都
地
蔵
盆
の
歴
史
﹄（
法
蔵
館
、
二
〇
一
三
年
）

（
14
）　
﹃
新
山
田
畔
書
﹄（﹃
加
賀
藩
史
料
﹄
第
二
編
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
復
刻
版
）

（
15
）　
﹃
新
山
田
畔
書
﹄、﹃
政
隣
記
﹄、﹃
三
壺
記
﹄
寛
永
一
六
年
（﹃
加
賀
藩
史
料
﹄
第
二
編
、

清
文
堂
出
版
、
一
九
八
〇
年
復
刻
版
）

（
16
）　
﹃
古
典
文
庫
第
四
四
一
冊　

新
伽
婢
子
﹄（
古
典
文
庫
、
一
九
八
三
年
）

（
17
）　
﹃
新
伽
婢
子
﹄
で
は
、
全
四
八
話
の
う
ち
年
代
が
明
示
さ
れ
る
の
は
九
例
に
す
ぎ
な

い
。
う
ち
八
例
は
寛
文
~
天
和
と
い
う
刊
行
時
に
近
接
し
た
時
期
に
集
中
し
て
は
い

る
が
、
巻
六
﹁
明
忍
伝
﹂
で
は
﹁
慶
長
十
五
の
比
﹂
と
し
て
お
り
、
一
七
世
紀
初
頭

の
話
題
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　
﹃
定
本
武
江
年
表
﹄
上
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
二
四
一
頁

（
19
）　
﹃
諸
国
里
人
談
﹄
巻
二
（﹃
日
本
随
筆
大
成
﹄
第
二
期
二
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
四
年
）

（
20
）　
﹃
御
当
代
記
﹄
元
禄
二
年
二
月
条
（﹃
御
当
代
記
﹄
平
凡
社
東
洋
文
庫
、一
九
九
八
年
）

（
21
）　
﹃
鸚
鵡
籠
中
記
﹄
元
禄
二
年
（﹃
摘
録
鸚
鵡
籠
中
記
（
上
）﹄
岩
波
文
庫
、一
九
九
五
年
、
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三
五
頁
）

（
22
）　
﹃
御
当
代
記
﹄
元
禄
二
年
四
月
（﹃
御
当
代
記
﹄
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
年
、

一
八
二
頁
）

（
23
）　
﹃
武
江
年
表
﹄

（
24
）　
﹃
半
日
閑
話
﹄（﹃
日
本
随
筆
大
成
﹄
第
一
期
第
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）

（
25
）　
﹃
続
譚
海
﹄
巻
三
七
、
明
和
五
年
条
（﹃
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊　

第
四
五
巻　

続
譚
海
（
一
）﹄
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）

（
26
）　

小
沢
太
兵
衛
は
、
明
和
五
年
﹃
明
和
武
鑑
﹄
の
﹁
富
士
見
御
宝
蔵
番
﹂
の
三
番
衆

の
な
か
に
名
前
が
見
え
て
い
る
の
で
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
深

井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
﹃
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
﹄
第
一
三
巻
、
東
洋
書
林
、

一
九
九
七
年
）。

（
27
）　

前
掲
野
口
論
文

（
28
）　

守
山
藩
の
江
戸
上
屋
敷
は
﹁
上
大
塚
﹂
に
あ
っ
た
よ
う
で
、﹁
大
塚
神
道
者
﹂
と
接

点
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
29
）　

前
掲
﹃
続
譚
海
﹄。
な
お
、
天
牛
が
人
の
髪
を
噛
み
き
る
と
い
う
こ
と
は
﹃
和
漢
三

才
図
会
﹄
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
30
）　
﹃
耳
嚢
﹄
中
巻
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
一
三
三
頁

（
31
）　
﹃
浪
花
見
聞
雑
話
﹄（﹃
随
筆
百
花
苑
﹄
第
七
巻
一
七
頁
）
に
﹁
明
和
九
辰
の
夏
、
大

坂
町
中
髪
き
り
と
て
、
何
物
の
わ
ざ
と
も
知
れ
ず
し
て
人
々
の
髪
の
先
自
然
と
切
て

髪
切
々
々
と
言
﹂
と
あ
る
。

（
32
）　
﹃
浪
速
叢
書
﹄
第
一
一
巻
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）

（
33
）　
﹃
上
方
芸
文
叢
刊
八　

上
方
巷
談
集
﹄
三
一
四
~
六
頁

（
34
）　
﹃
日
本
随
筆
大
成
﹄
第
三
期
第
三
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
六
二
頁

（
35
）　
﹃
日
本
儒
林
叢
書
﹄
第
一
巻
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
）

（
36
）　
﹃
甲
子
夜
話
﹄
巻
一
〇
に
よ
れ
ば
、
こ
の
朝
川
善
庵
は
﹁
狐
の
事
に
委
し
﹂
と
さ
れ
、

﹁
く
だ
狐
﹂
に
つ
い
て
修
行
を
終
え
た
山
伏
に
竹
筒
に
入
れ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

﹁
邪
道
﹂
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
と
松
浦
静
山
に
語
っ
て
い
る
（﹃
甲
子
夜
話
1
﹄
平

凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）。
当
然
、﹁
髪
切
り
﹂
が
﹁
道
士
﹂
が
駆
使
す
る
狐

に
よ
る
と
考
え
て
い
た
な
ら
、
修
験
者
が
使
役
す
る
く
だ
狐
の
こ
と
も
念
頭
に
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
書
に
よ
れ
ば
朝
川
善
庵
は
﹁
く
だ
狐
の
付
た
る
を
度
々
療

治
せ
り
﹂
と
い
う
町
医
者
の
伊
藤
尚
貞
か
ら
詳
し
い
話
を
聞
い
て
い
た
ら
し
い
。

（
37
）　

前
掲
﹃
続
譚
海
﹄

（
38
）　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
改
印
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
閏
四

月
の
刊
と
わ
か
る
。﹁
四
月
廿
日
の
事
な
り
し
が
﹂
と
あ
る
の
で
、
翌
月
に
刊
行
さ
れ

た
速
報
で
あ
る
。
よ
し
藤
は
歌
川
芳
藤
の
こ
と
。

（
39
）　

原
前
掲
論
文
の
﹁
怪
異
は
与
え
ら
れ
た
解
釈
を
呑
み
込
み
つ
つ
、
そ
の
形
を
成
し
、

よ
り
怪
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
﹂
と
い
う
評
価
は
、
そ
う
し
た
視
点
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

（
40
）　

前
掲
注
（
4
）
香
川
論
文

（
41
）　
﹃
建
内
記
﹄
嘉
吉
元
年
二
月
八
日
条

（
42
）　
﹃
建
内
記
﹄
嘉
吉
元
年
二
月
八
承
朝
書
状

（
43
）　

藤
田
覚﹃
天
皇
の
歴
史
六　

江
戸
時
代
の
天
皇
﹄（
講
談
社
学
術
文
庫
、二
〇
一
八
年
、

七
二
頁
）

（
44
）　

富
永
一
登
﹁﹃
太
平
広
記
﹄
の
諸
本
に
つ
い
て
﹂（﹃
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第

五
九
巻
、
一
九
九
九
年
）

（
45
）　

こ
う
し
た
あ
り
方
こ
そ
、
ま
さ
に
香
川
が
前
掲
注
（
4
）
論
文
で
注
目
す
る
誹
諧

の
付
け
合
い
の
世
界
で
も
あ
る
。

（
46
）　

松
田
美
佐
﹃
う
わ
さ
と
は
何
か
﹄（
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
五
二
頁
）

（
47
）　

香
川
雅
信
が
前
掲
注
（
5
）﹃
江
戸
の
妖
怪
革
命
﹄
で
い
う
妖
怪
革
命
の
プ
ロ
セ
ス

を
よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
へ
の
意
識

的
な
注
目
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
48
）　

フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
瓦
版
が
保
存
さ
れ
て
い
た
り
、
噂
が
古
記
録
や
随
筆

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
﹁
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
べ
き
情
報
で
あ
る
﹂

と
認
識
さ
れ
選
別
を
経
て
、
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
元4

﹁
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
﹂
で
あ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
な
か
っ
た
厖
大
な
量
の
フ
ロ
ー
型
メ

デ
ィ
ア
の
存
在
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
49
）　

と
り
わ
け
、
西
山
克
﹁
序
章
︱
︱
怪
異
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
﹂（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会

編
﹃
怪
異
学
の
技
法
﹄
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
怪
異
研
究
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が
主
に
王
権
論
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
王
権
周

辺
に
情
報
が
集
積
さ
れ
、﹁
怪
異
﹂
か
否
か
が
判
定
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
関
心
が
持
た

れ
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
情
報
を
独
占
的
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
た
の
が
王
権
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
そ
の
後
、
次
第
に
日
記
の
家
や
日
本
紀
の
家
な
ど
、
家
職
と
か
か
わ
っ

て
情
報
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
く
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。
た
だ
、
ス
ト
ッ
ク
の
視
点

だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
と
フ
ロ
ー
型
メ
デ
ィ
ア
で
語
ら
れ
て
い
た
巷
間
の
噂
の
よ
う
な

﹁
怪
異
﹂
の
存
在
が
見
え
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
や
、

記
録
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
怪
異
以
外
へ
の
意
識
的
な
目
配
り
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
50
）　

前
掲
西
山
論
文
、
一
〇
頁

（
51
）　

マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
（
栗
原
裕
・
河
木
伸
聖
訳
）﹃
メ
デ
ィ
ア
論
﹄（
み

す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年
）

︻
付
記
︼
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
三
月
七
日
に
行
わ
れ
た
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会

二
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹁
吉
兆
と
魔
除
け
﹂（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
で
の

口
頭
報
告
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
の
討
論
で
貴
重
な
ご
意
見

や
示
唆
を
下
さ
っ
た
大
江
篤
氏
・
京
極
夏
彦
氏
・
久
禮
旦
雄
氏
、
後
日
関
連
情

報
を
ご
教
示
下
さ
っ
た
木
場
貴
俊
氏
を
は
じ
め
、
報
告
の
機
会
を
与
え
て
下

さ
っ
た
事
務
局
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て

は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
高
配
を
得
た
。

︻
追
記
︼
本
文
執
筆
時
見
落
と
し
て
い
た
史
料
を
二
点
、
追
記
し
て
お
く
。﹃
猿
猴

菴
日
記
﹄
に
享
和
四
年
四
月
頃
の
こ
と
と
し
て
、
男
女
の
髪
を
切
る
﹁
怪
異
﹂

に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。
夜
就
寝
中
に
髪
を
切
ら
れ
、
切
ら
れ
た
髪
が
近
く
に

見
当
た
ら
な
い
と
死
ん
だ
り
、乱
心
す
る
と
い
う（﹃
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
﹄

第
九
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）。
文
化
八
年
刊
の
平
田
篤
胤
に
よ
る
﹃
出

定
笑
語
﹄
で
は
﹁
天
明
年
中
ノ
髪
切

0

0

0

0

0

0

0

或
ハ
石
塔
磨
キ
﹂
に
つ
い
て
、
幻
術
に
よ

る
も
の
と
し
て
い
る
。（
二
〇
二
一
年
一
二
月
三
一
日
記
）
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Abstract

A Consideration of the “Haircutting Phantoms” in the Early Modern Period:
“Kaii”and Media Theory

Norio MURAKAMI

This article is a study on the strange phenomenon known as kamikiri（“haircutting phantoms”）that 

appeared sporadically in urban areas in the early modern period. In previous studies, it was discussed based 

on only a small number of cases. There are actually more than 30 historical materials documenting kamikiri. 

While at first glance the contents are diverse, careful attention shows certain characteristics determined by 

the type of media. In stock-type media, kamikiri are regarded as being the work of devilish foxes. This is a 

rational interpretation consistent with the information accumulated. On the other hand, through rumors and 

in other printed materials, this phenomenon was freely interpreted in various ways. As a result, the image of 

kamikiri was diversified and amplified through such media.

Keywords:   strange phenomenon, kamikiri（“haircutting phantoms”）, media
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